
数理創造プログラム　特別講演会

発生と進化  

講演者

倉谷 滋 くらたに しげる
理化学研究所 倉谷形態進化研究室 主任研究員

12月1日　
15:00-17:30
理化学研究所　和光キャンパス

鈴木梅太郎記念ホール

古くから人々は、自然をことごとく理解するための雛形となる、あ
る種のイメージの世界を構築し、実際の自然と架空の自然観との
摺り合わせ、論理的整合性を模索してきた。動物の形態的多様性
や、発生の謎、そして、進化するのかしないのかをめぐり、さまざま
なアイデアが提出された。観念論的な自然哲学の世界は、階層的な
構造を持った多様性と、その中心を貫く不変の形象としての原型
を標榜とし、進化論や新しい生物学がそれを破壊したが、分子生物
学における「コンセンサス配列」に見るように、理想型の追求や、単
純なモデル化を指向する 19 世紀的傾向は今でも残っている。こ
の講演では、ゲーテの原型論をまず掘り起こし、形態学における原
型論と発生反復の関係、そしてその打開の経緯を吟味し、前成説と
後成説のかかわりにも触れ、いま我々がどこにいるのか、カメの背
中に乗って考えてみる。
お問い合わせ先：理化学研究所 数理創造プログラム（iTHEMS）<ithems@riken.jp>TV中継：理化学研究所 神戸 融合連携イノベーション推進棟（IIB）7階 S704

上部背景画像：Turpin (1837) による原型的植物


